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皆さん、けいはんな学研都市をご存知でしょうか。

けいはんな学研都市（正式名称：関西文化学術研

究都市（以下「学研都市」という。））は、京都府、

大阪府、奈良県の三府県にまたがる緑豊かな京阪奈

丘陵において、関西文化学術研究都市建設促進法

（以下「法」という。）に基づき建設・整備を進めて

いるサイエンスシティ（科学技術の成果を事業化す

る仕組みの「場」）です。

東の「つくば研究学園都市」とともに国家的プロ

ジェクトに位置付けられ、総面積は約１５,０００ｈａで、そ

の中に１２の文化学術研究地区（約３,６００ｈａ）を分散配

置しています。京都市、大阪市の中心部から３０㎞、

奈良市の中心部から１０㎞の圏内に位置し、現在１１０

を超える研究機関、大学、文化施設などが立地し、

様々な成果をあげています。

近年では、地球環境問題や少子高齢化問題など、

グローバルな課題が山積する中で、その解決策を科

学技術に求める声が高まっており、学研都市にも大

きな期待がよせられています。

学研都市は、１９７８年に元京都大学総長の奥田東先

生の提言から始まり、１９８３年に地元三府県及び関西

経済団体による関西文化学術研究都市建設促進協議

会のもと構想が具体化され、１９８７年に法の公布・施

行を経て、国家プロジェクトとして都市建設がスタ

ートしました。現在は法施行後、約２０年が経過し、

都市建設は高度な都市運営などの段階を迎えていま

す。我々は２００６年度からの１０年間を「サードステー

ジ」と呼んで、推進プランを作って事業に取り組ん

でいます。

学研都市の大きな特徴は、学術、産業、行政、住

民等各分野の連携を基に、「民間活力」を最大限に活

用したところにあります。

また、いわゆる「クラスター型開発」として、都

市全体のバランスを維持するため１２の文化学術研究

地区をぶどうの房のように分散配置し、クラスター

の個性化を図るとともに様々な状況変化に対して、

部分的に計画変更するなどのフレキシブルな対応を

可能としています。

さらに、文化学術研究施設だけでなく、住宅地も

含めた開発とし、学術と生活文化の融合した複合的

な都市づくりを目指しています。

学研都市には、ロボット、脳情報、環境、バイオ、

多言語自動翻訳など多様な分野の先端的研究機関や

現状とポテンシャル

都市の特徴
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大学が集積し活発な研究活動が行われています。

国内外のサイエンスシティは、特定の研究分野に

絞っているケースが多く見られますが、学研都市の

特徴は、幅広い研究分野を対象にしているところに

あります。研究者の分野別割合を見てみると、大

阪・関西の強みである「環境・新エネルギー」「ライ

フサイエンス」のみならず、あらゆる研究分野の共

通基盤技術となる「情報通信」に携わる研究者が多

いのも特徴です。しかも、進められている数々のプ

ロジェクトの中には、高度な研究レベルのものも多

く、学研都市の研究ポテンシャルは非常に高いもの

があります。

◇高度な研究レベルのプロジェクト例

その他に学研都市の中核機関である（財）関西文

化学術研究都市推進機構（以下「学研機構」という。）

が「けいはんなから新しい産業を」を合言葉に、学

研都市で生まれた研究成果を関西一円に広げ、研究

成果の事業化、産業化とともに、地域のベンチャー

企業等の活動の支援を行い、学研都市の理念である

「人々の創造的活動による社会の繁栄」の具体化を目

指しています。

また、学研機構が国等からの競争的研究資金のと

りまとめ役になって、様々なプロジェクトを進めて

います。

例えば、昨年度に経済産業省の「次世代エネルギ

ー・社会システム実証地域」（全国４箇所の内１箇

所）の選定を受けました。これは、スマートグリッ

ト（地域ナノグリット）の構築に向けて、太陽光発

電などの再生可能エネルギーや電気自動車の大量導

入をはじめ、電気、ガスだけでなく、交通系・生活

系も含め、街全体のエネルギー消費を対象に、一体

的にＣＯ２排出のマネージメントを行うプロジェク

トであり、「けいはんなエコシティ次世代エネルギー

社会システム実証実験」と呼んでいます。
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（＊注）アンケート回答のあった結果であり、学研都市の全数を表す
ものではありません

（出典：関西文化学術研究都市推進機構）
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大阪府域においては、枚方市津田地区の「津田サ

イエンスヒルズ」で、先端研究施設や「オンリーワ

ンものづくり」を自負する多種多様な企業の進出に

より、「革新的ものづくりクラスター」が形成されて

います。

独創的な技術を持つ進出企業の一例を紹介します

と、食べ物をスライスする業務用機械のメーカーで

は、従来の機械なら魚をスライスした場合１０グラム

程度の誤差が出ていたものを、すべて同じ重量で高

速で切ることができるという、画期的な商品開発を

行っています。これはＮＨＫの「ルソンの壺」でも

放映され、その技術力の高さが大きくとりあげられ

ました。

昨年８月には橋下知事が、京都府の山田知事とと

もに学研都市を訪問し、（独）情報通信研究機構、

（株）国際電気通信基礎技術研究所や（財）地球環境

産業技術研究機構などを視察し、「学研都市のポテン

シャルの高さを感じた」との感想を発信しています。

しかし、その一方で、「学研都市として何をしている

のか分かりにくい」という指摘をし、「（大阪府とし

ても）世界から人やものを引き付けるため、目標を

しっかり立てて学研都市を発信していきたい。」と述

べています。

現在取り組んでいる「関西文化学術研究都市サー

ド・ステージ・プラン」では、１３テーマの取組を重

点的に進めているところです。

◇関西文化学術研究都市サード・ステージ・プラン

の１３テーマ

２０２０年を目標にした国の新成長戦略（２０１０年６月

１８日閣議決定）では、低炭素社会の推進などにより

環境・エネルギー大国を目指すとされています。ま

①持続可能社会のための科学の推進

②学研都市全体の産官学連携体制構築

③実証実験フィールドの展開

④用途緩和

⑤税制優遇措置見直し

⑥平城遷都１３００年記念事業との連携

⑦国際化･都市内外の交流･連携

⑧新たなネットワークソサイエティ

⑨魅力･都市ブランド力強化

⑩景観形成・良好な街づくり

⑪都市基盤整備

⑫センター、駅前ゾーン等での賑わい創出

⑬一体化した新たな運営体制づくり

目標　～大阪・関西ひいては我が国
の重要な役割を果す～

（出典：関西文化学術研究都市推進機構）
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た、医療・介護・健康関連サービスの需要に見合っ

た産業育成等により健康長寿社会の実現を目指すこ

となどが打ち出されています。

また、大阪府においても、２０１０年１２月に「大阪の

成長戦略」を策定し、環境・新エネルギーやバイオ

などの先端技術産業の集積を活かし、ハイエンド都市

（価値創造都市）の実現を目指すこととしています。

そのため、学研都市の幅広い研究分野の中でも、

「環境・新エネルギー」や「ライフサイエンス」の分

野において、大阪・関西ひいては我が国の成長と発

展を図るための重要な役割を果していけるのではな

いかと考えられます。

一方、サイエンスシティにおける研究手法は、研

究機関が単独で成果を生み出すスタイルから、多様

なネットワークで研究成果を生み出し、活用するス

タイルに変わってきています。

また、国の科学技術戦略では、研究成果の社会へ

の還元が大きく謳われています。学研都市では、前

述のサード・ステージ・プランにおいて、これまで

２０年余りで蓄積された「知の成果」を産業化してい

く必要を特に強調しており、関係者の間で取組が進

められています。

サイエンスシティそのものの方向性が議論される

ことも多くなってきており、学研都市も、持続可能

なサイエンスシティのためにはどのような取組が必

要か、これらのことを参考に考えてみる時期にきて

いるのかもしれません。

他方、橋下知事の発言にもあったように、学研都

市は何をしているのか分かりにくいという声が他か

らも聞かれることから、成果を可視化する「見える

化戦略」に取り組んでいます。

見える化戦略の方向性としては、「学研都市の目標

の明確化と、その情報発信・見える化を進め、数値

目標を含めた分かりやすい目標像の設定」を行った

うえで、マスコミへの露出、一般見学者・観光客の

受け入れ態勢の強化、文化等の活動の盛り上げなど

関係者間の連携した取組を行うことにしています。

今後はこの方向をさらに強化していく必要があり

ます。

学研都市が大阪・関西ひいては我が国の成長の発

展と科学技術が果たすべき課題解決を図るための重

要な役割を果していけるよう、関係者と一丸となっ

て全力で取組んでいきたいと考えています。府内市

町村で活動されている企業をはじめ様々な方々にと

っても、わが国のみならず世界屈指の知の集積であ

る学研都市はきっとお役に立つものと考えています。

学研都市では、様々なイベントなどを通じて、都

市のＰＲに努めています。皆さんも是非一度、学研

都市にお越しください。

終わりに

課題と対応
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